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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人日本

包装技術協会（JPI）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を

改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格で

ある。 

これによって，JIS Z 0150:2001 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 0150：2018 
 

包装－包装貨物の荷扱い図記号 

Packaging-Distiribution packaging-Graphical symbols for handling and 

storage of packages 

 

序文 

この規格は，2015 年に第 5 版として発行された ISO 780 を基とし，我が国の包装貨物の荷扱い及び保管

の実情を反映させるため，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

包装貨物には，荷扱い及び保管の指示が原産国の言語でしばしば表示される。これは，同じ言語を使用

している地域において輸送品の保護に役立つ一方で，異なる言語を使用している地域，又はこれらの地域

を経由する輸送品の保護にはほとんど価値がなく，更に，包装貨物を扱う人々が言語を理解できないなら

全く価値はない。 

図記号は，荷送人の意図を伝える最良の手段であり，図記号の採用で間違った取扱いによる損失及び損

傷を減らすことは疑いの余地はない。さらに，図記号は，包装貨物の構造，重心の位置，特性，強度など

の重要な情報を把握することができない作業員の安全確保に役立つ。 

ここで規定されている図記号は，ISO/TC145/SC3，機器･装置用図記号の原則に従っている。 

図記号の使用は，満足のいく取扱いを保証するものではない。したがって，安全かつ適切に保護する包

装が最も重要である。 

包装貨物は，時間が経過するにつれて劣化することがあり，ときには，最終目的地に到着する前に，通

常の取扱いに耐えられなくなる場合もある。そのような場合，包装貨物の出荷を停止し，保管するか，又

は包装貨物上に適切な図記号を表示することによって，それらの使用を継続するかを決定する必要がある。

いずれの場合でも，この規格は，その場で必要な処置を行うために適切な記号を追加する便宜的な手書き

の記号を容認する。 

 

1 適用範囲 

この規格は，物流過程での取扱い指示を伝えるために包装貨物に慣習的に表示される一連の図記号につ

いて規定する。図記号は，必要なときにだけ使用することが望ましい。 

この規格は，あらゆる種類の貨物の包装に適用可能であるが，危険物の取扱いに対する特殊な指示は含

まない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 780:2015，Packaging－Distiribution packaging－Graphical symbols for handling and storage of 

packages（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”


